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昭和 6年
竣功当時
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戦
災
の
悲
劇
と
震
災
に
も
耐
え
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
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お
そ
ば
に
　
し
て

越
前
お
ろ
し
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
探
訪
記

ソ

バ

ー

ル

福
井
商
工
会
議
所
で
は
そ
ば
と
バ
ー
ル
︵
酒
場
︶
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｒ
参
加
店
舗
か
ら
店
主
お
す
す
め
の
逸
品
そ
ば
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　

福
井
市
に
電
話
が
開
通
し
た
の
は
、
明

治
36
年
７
月
で
、
当
時
の
加
入
者
は
約

２
０
０
名
で
あ
っ
た
。
通
話
区
域
は
市
内

に
限
ら
れ
た
が
、
39
年
に
は
金
沢
、
41
年

に
は
東
京
な
ど
主
要
都
市
へ
の
長
距
離
電

話
も
開
通
。
県
内
各
地
と
の
通
話
も
、
大

正
は
じ
め
に
は
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
電
話
機
は
ダ
イ
ヤ
ル
が
な
く
、

受
話
器
を
上
げ
る
と
電
話
交
換
局
に
繋
が

り
、
電
話
交
換
手
が
手
動
で
、
電
話
回
線

を
相
手
の
電
話
回
線
に
接
続
し
て
い
た
。

　

当
時
電
話
は
逓て

い
し
ん
し
ょ
う

信
省
の
所
管
で
、
電
話

交
換
局
は
郵
便
局
に
併
設
さ
れ
て
い
た

が
、
福
井
郵
便
局
（
当
時
は
九
十
九
橋
北

詰
に
在
っ
た
）
で
は
局
舎
が
狭き
ょ
う
あ
い隘と
な
っ

た
た
め
、
新
た
に
佐
佳
枝
上
町
（
映
画
館

テ
ア
ト
ル
サ
ン
ク
南
、
中
央
１
－
17
－

26
）
に
、電
話
業
務
を
担
う
独
立
局
舎
「
福

井
郵
便
局
電
話
事
務
室
」
を
建
築
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
起
工
は
昭
和
４
年
６
月
で

翌
年
11
月
に
建
物
は
完
成
し
て
い
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
や
設
計
は
逓
信
省
営
繕
局

で
、
半
地
下
１
階
、
地
上
２
階
建
て
（
一

部
３
階
）
で
飛
島
組
が
施
工
し
た
。
基
礎

工
事
は
東
京
中
央
郵
便
局
と
同
様
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
・
ペ
デ
ス
タ
ル
杭
打
を
施
し
、

デ
ザ
イ
ン
は
逓
信
省
独
特
の
様
式
、
ま
た

１
階
外
壁
は
黒
褐
色
の
タ
イ
ル
張
り
仕
上

げ
で
あ
っ
た
。

　

設
備
工
事
で
は
、
交
換
設
備
を
従
来
の

磁
石
式
か
ら
共
電
式
へ
改
式
、
電
話
機
の

交
換
も
加
え
る
と
建
物
建
築
費
の
２
倍
の

投
資
額
と
な
り
、
昭
和
６
年
10
月
18
日
全

工
事
が
完
了
、
業
務
開
始
と
な
っ
た
。

　

新
局
舎
は
、
福
井
空
襲
で
は
悲
劇
の
舞

台
と
な
っ
た
。昭
和
20
年
７
月
19
日
深
夜
、

集
中
爆
撃
で
市
内
２
万
戸
以
上
が
焼
失
、

死
者
数
も
１
６
０
０
人
に
達
し
た
。
郵
便

局
電
話
分
室
で
は
、「
通
信
業
務
死
守
」

の
使
命
感
も
あ
り
、
20
人
の
女
子
交
換
手

と
救
援
の
警
防
団
員
３
人
が
犠
牲
と
な
る

な
ど
人
的
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
後
に
慰

霊
の
た
め
、局
舎
の
中
庭
に
は
観
音
像
が
、

有
志
や
遺
族
の
手
で
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
空
襲
と
、
更
に
昭
和
23
年
の
福
井

大
地
震
で
、
建
物
は
２
回
に
わ
た
り
猛
火

に
包
ま
れ
た
が
、
倒
壊
を
免
れ
、
改
装
さ

れ
、
戦
後
も
福
井
電
話
局
、
電
報
局
と
し

て
重
要
な
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
た
。

　

昭
和
35
年
５
月
、市
役
所
前
（
大
手
町
）

に
、
新
局
舎
と
し
て
電
電
ビ
ル
が
建
築
さ

れ
移
転
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
北
陸
初
の
ク

ロ
ス
バ
ー
式
自
動
交
換
局
と
な
り
、
そ
の

規
模
は
当
時
日
本
最
大
で
あ
っ
た
。
旧
局

舎
は
市
外
専
用
電
話
局
と
な
り
、
こ
れ
が

電
電
ビ
ル
に
移
転
統
合
す
る
の
は
昭
和
62

年
で
、
旧
局
舎
は
解
体
さ
れ
た
。

　

旧
局
舎
の
中
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
た
戦

災
慰
霊
碑
「
観
音
像
」
も
、
電
電
ビ
ル
に

移
転
。
さ
ら
に
平
成
７
年
に
は
観
音
堂
も

建
て
ら
れ
、
現
在
も
ビ
ル
の
北
東
角
交
差

点
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
電
電
ビ
ル
は
そ
の

後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
福
井
大
手
ビ
ル
と
な
り

現
在
に
至
っ
て
い
る
。（
文　

奥
山
秀
範
）


